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平成２５年度事務事業評価の概要について 

 

１ 今年度の事務事業評価のポイント  

 事務事業評価については、平成２１年度の事業仕分け・平成２２年度の補助 

金見直し外部評価、平成２２年度から平成２４年度までの事務事業評価により、 

市長部局の１６７事業の評価が一巡したところです。 

 今年度から二巡目となる事務事業評価は、市長部局の１６３事業を対象に、

前回からの指標による検証に加え、過去の評価とその後の改善状況についても 

複数年かけて検証することとしています。 

 

２ 経過  

 ２５年１０月 事務事業評価シート作成、所属長による内部評価 

 ２５年１２月 有識者による外部評価 

 ２６年 １月 行革本部会議にて対象事業の今後の方向性を決定 

 

３ 今年度評価対象事業  

 ３３事業（市長部局対象） 

 

４ 評価方法  

（１）所属長による内部評価 

   各課において事務事業評価シートを作成し、所属長による評価。 

（２）有識者による外部評価 

   今年度評価対象事業のうち、市に裁量の余地のある事業や第三者の意見 

を伺う必要があると判断した事業を１１事業選定し、外部評価を実施。 

（※外部評価者は３名） 

    

５ 今後の方向性  

 内部評価及び外部評価をもとに、行財政改革推進本部会議において対象事業 

の今後の方向性を決定しました。 

 

 廃止 継続 見直し 重点化 合計 

今後の方向性 ０ ２７ ５ １ ３３ 

 

 上記の今後の方向性に基づき、各課において引き続き事業の改善等に努める 

ものとします。 

 


